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時
代
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読
み
解
くシリ

ー
ズ
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ミ

ナ

ー

　慶應義塾大学大学院博士課程単位取得後、

２００３年防衛研究所入所。政治・法制研究室長、

アジア・アフリカ研究室長などを経て�年か

ら中国研究室長。これまでアジア太平洋安全

保障研究センター客員教授、イースト・ウェ

スト・センター訪問学者等を歴任。専門は現

代中国の外交と安全保障。編著書に『大国間

競争の新常態』や『ウクライナ戦争の衝撃』

など。『不均衡なパートナーシップ―中国、

ロシア、北朝鮮』（中国安全保障レポート２０２６）

の執筆責任者。

グ

ロ

ー

バ

ル

サ

ウ

ス

へ

の

関

与

強

化

　

　

　

２

０

２

０

年

以

降

、

習

近

平

は

中

国

共

産

党

内

に

お

い

て

「

東

昇

西

降

」

（

東

側

の

パ

ワ

ー

が

上

昇

す

る

一

方

で

西

側

の

パ

ワ

ー

が

衰

退

す

る

）

と

の

認

識

に

繰

り

返

し

言

及

し

て

き

た

。

�

年

�

月

や

�

年

１

月

の

党

内

会

議

で

習

近

平

は

「

東

昇

西

降

」

に

言

及

し

た

が

、

こ

れ

ら

の

発

言

は

公

表

さ

れ

な

か

っ

た

。

ま

た

国

家

安

全

部

長

の

陳

一

新

に

よ

れ

ば

、

そ

れ

ら

は

将

す

う

せ

い

来

の

趨

勢

の

見

通

し

と

し

て

示

さ

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

。

　

�

年

初

め

習

近

平

は

、

改

め

て

「

東

昇

西

降

」

に

言

及

し

た

。

こ

の

際

、

習

は

将

来

の

趨

勢

で

は

な

く

現

状

認

識

と

し

て

の

「

東

昇

西

降

」

に

触

れ

、

こ

の

発

言

は

�

年

夏

に

出

版

さ

れ

た

文

献

集

で

公

表

さ

れ

た

。

つ

ま

り

習

近

平

お

よ

び

中

国

共

産

党

は

、

グ

ロ

ー

バ

ル

な

パ

ワ

ー

バ

ラ

ン

ス

の

変

化

に

つ

い

て

踏

み

込

ん

だ

情

勢

認

識

を

示

し

、

そ

れ

を

公

式

化

し

た

の

で

あ

っ

た

。

　

こ

の

時

期

、

中

国

外

交

に

お

い

て

も

、

い

わ

ゆ

る

「

東

昇

」

を

促

す

べ

く

「

三

大

グ

ロ

ー

バ

ル

・

イ

ニ

シ

ア

テ

ィ

ブ

」

の

実

行

強

化

に

動

き

始

め

た

。

そ

の

中

核

を

成

す

の

が

経

済

ア

プ

ロ

ー

チ

で

あ

り

、

グ

ロ

ー

バ

ル

発

展

イ

ニ

シ

ア

テ

ィ

ブ

（

Ｇ

Ｄ

Ｉ

）

を

通

じ

た

グ

ロ

ー

バ

ル

サ

ウ

ス

へ

の

関

与

と

協

力

を

強

め

た

。

　

例

え

ば

、

中

国

は

「

グ

ロ

ー

バ

ル

発

展

・

南

南

協

力

基

金

」

を

拡

充

し

、

拠

出

額

を

�

億

米

ド

ル

に

増

額

し

た

。

ま

た

国

連

世

界

食

糧

計

画

（

Ｗ

Ｆ

Ｐ

）

、

国

連

開

発

計

画

（

Ｕ

Ｎ

Ｄ

Ｐ

）

、

国

際

農

業

開

発

基

金

（

Ｉ

Ｆ

Ａ

Ｄ

）

な

ど

�

以

上

の

国

際

機

関

へ

の

支

援

を

強

化

し

た

ほ

か

、

エ

チ

オ

ピ

ア

、

パ

キ

ス

タ

ン

、

ナ

イ

ジ

ェ

リ

ア

な

ど

の

�

カ

国

以

上

で

Ｇ

Ｄ

Ｉ

に

基

づ

く

１

８

０

以

上

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

実

施

し

、

３

千

万

人

以

上

が

恩

恵

を

受

け

た

と

い

う

。

　

加

え

て

資

金

提

供

、

技

術

支

援

お

よ

び

能

力

構

築

支

援

に

よ

る

、

途

上

国

の

貿

易

関

連

能

力

の

向

上

を

通

じ

て

経

済

発

展

と

貧

困

削

減

を

達

成

し

よ

う

と

す

る

世

界

貿

易

機

関

（

Ｗ

Ｔ

Ｏ

）

の

取

り

組

み

「

貿

易

の

た

め

の

援

助

」

へ

の

関

与

を

中

国

は

強

め

た

。

中

国

政

府

に

よ

れ

ば

、

そ

の

目

的

は

開

発

途

上

国

、

と

り

わ

け

後

発

開

発

途

上

国

の

多

国

間

貿

易

体

制

へ

の

統

合

を

促

す

こ

と

だ

と

い

う

。

今

な

お

変

化

な

い

「

国

際

シ

ス

テ

ム

」

　

そ

の

一

方

で

、

国

際

政

治

の

構

図

す

な

わ

ち

パ

ワ

ー

バ

ラ

ン

ス

の

変

化

が

、

ど

の

よ

う

な

秩

序

を

生

み

出

し

て

い

く

の

か

に

つ

い

て

、

中

国

は

楽

観

的

な

見

通

し

を

有

し

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

。

外

交

学

院

の

王

帆

院

長

は

「

国

際

シ

ス

テ

ム

の

質

的

な

変

化

は

な

お

実

現

し

て

い

な

い

」

と

指

摘

し

、

「

東

昇

西

降

」

に

も

か

か

わ

ら

ず

西

側

諸

国

が

主

導

し

て

き

た

国

際

シ

ス

テ

ム

の

在

り

方

が

そ

う

簡

単

に

変

わ

ら

な

い

現

状

を

認

め

て

い

る

。

　

加

え

て

、

中

国

と

グ

ロ

ー

バ

ル

サ

ウ

ス

諸

国

と

の

間

で

の

ビ

ジ

ョ

ン

の

相

違

も

認

識

さ

れ

て

い

る

。

中

国

指

導

部

は

グ

ロ

ー

バ

ル

サ

ウ

ス

の

台

頭

を

世

界

の

多

極

化

を

促

す

要

素

と

捉

え

て

い

る

も

の

の

、

王

毅

外

交

部

長

は

、

多

極

化

の

在

り

方

に

つ

い

て

の

グ

ロ

ー

バ

ル

サ

ウ

ス

諸

国

と

の

間

で

の

コ

ン

セ

ン

サ

ス

は

「

な

お

形

成

さ

れ

て

い

な

い

」

と

述

べ

て

い

る

。

グ

ロ

ー

バ

ル

な

パ

ワ

ー

バ

ラ

ン

ス

の

変

化

を

ど

こ

に

導

い

て

い

く

の

か

。

グ

ロ

ー

バ

ル

サ

ウ

ス

と

の

関

係

に

お

い

て

、

中

国

は

明

確

な

回

答

を

見

出

す

に

は

な

お

至

っ

て

い

な

い

。

地

政

学

的

な

「

東

」

限

定

的

な

「

東

洋

」

　

東

昇

の

「

東

」

に

は

、

２

つ

の

カ

テ

ゴ

リ

ー

が

あ

り

得

る

。

１

つ

は

中

国

と

ロ

シ

ア

を

中

心

と

す

る

、

旧

社

会

主

義

圏

や

ポ

ス

ト

・

ソ

連

空

間

を

含

む

地

政

学

的

な

ま

と

ま

り

で

あ

る

。

中

国

と

ロ

シ

ア

は

、

「

国

際

的

な

権

力

構

造

を

�

世

紀

の

多

極

化

プ

ロ

セ

ス

に

適

応

さ

せ

る

」

こ

と

で

一

致

し

て

い

る

。

具

体

的

に

は

上

海

協

力

機

構

（

Ｓ

Ｃ

Ｏ

）

や

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｓ

の

さ

ら

な

る

拡

大

を

含

む

政

策

協

調

で

あ

る

。

　

し

か

し

２

０

２

２

年

２

月

、

ロ

シ

ア

が

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

対

し

て

軍

事

侵

攻

を

行

い

、

今

な

お

軍

事

作

戦

を

継

続

さ

せ

て

い

る

こ

と

は

、

ポ

ス

ト

・

ソ

連

空

間

の

一

体

性

や

そ

こ

で

の

ロ

シ

ア

の

主

導

性

を

毀

損

さ

せ

て

い

る

。

加

え

て

中

露

間

の

パ

ワ

ー

バ

ラ

ン

ス

の

急

速

な

変

化

も

あ

り

、

少

な

く

と

も

ポ

ス

ト

・

ソ

連

空

間

が

中

国

を

含

む

か

た

ち

で

「

西

」

へ

の

対

立

軸

と

は

な

り

得

な

い

だ

ろ

う

。

中

国

国

内

で

も

旧

社

会

主

義

諸

国

や

ポ

ス

ト

・

ソ

連

空

間

を

「

東

昇

」

の

舞

台

と

み

る

議

論

は

少

数

派

に

と

ど

ま

っ

て

い

る

。

　

い

ま

１

つ

の

カ

テ

ゴ

リ

ー

は

「

東

洋

」

で

あ

る

。

中

国

人

民

大

学

の

金

燦

榮

教

授

は

、

「

広

範

な

東

洋

勢

力

は

い

ま

だ

全

面

的

に

台

頭

し

て

い

な

い

」

と

し

つ

つ

も

、

中

国

、

イ

ン

ド

、

Ａ

Ｓ

Ｅ

Ａ

Ｎ

の

台

頭

を

指

摘

し

た

う

え

で

「

ア

ジ

ア

時

代

の

到

来

が

『

東

昇

』

の

局

面

を

サ

ポ

ー

ト

し

て

い

る

」

と

評

価

し

て

い

る

。

彼

の

議

論

で

興

味

深

い

の

は

日

本

の

位

置

付

け

で

あ

る

。

「

日

本

経

済

、

ひ

い

て

は

総

合

的

な

国

際

影

響

力

の

低

下

は

明

ら

か

だ

」

と

し

て

、

金

教

授

は

日

本

を

「

西

降

」

の

事

例

と

み

て

い

る

。

　

限

定

的

な

「

東

洋

」

は

「

西

降

」

を

促

す

「

東

昇

」

の

舞

台

に

な

り

得

る

の

で

あ

ろ

う

か

。

南

シ

ナ

海

問

題

や

台

湾

問

題

を

め

ぐ

っ

て

、

中

国

は

軍

事

的

な

プ

レ

ゼ

ン

ス

の

強

化

と

よ

り

実

戦

的

な

態

勢

構

築

を

進

め

て

い

る

。

イ

ン

ド

と

の

間

で

の

国

境

紛

争

も

存

在

す

る

。

中

国

の

軍

事

動

向

は

、

関

係

国

へ

の

安

心

供

与

を

伴

っ

て

お

ら

ず

、

中

国

の

周

辺

国

に

と

っ

て

中

国

へ

の

備

え

が

安

全

保

障

政

策

の

中

心

と

な

っ

て

い

る

。

「

東

洋

」

も

ま

た

「

東

昇

」

の

舞

台

と

は

な

り

そ

う

に

な

い

。

こ

う

し

た

限

界

へ

の

認

識

も

中

国

に

は

あ

る

の

で

あ

ろ

う

。

中

国

一

国

を

西

側

に

対

置

す

る

「

中

昇

西

降

」

と

の

議

論

も

増

え

て

い

る

。


